
11月5日から8日まで3泊4日

の旅でした。午前7時15分に3

年生全員が新横浜駅に集合し

ました。事前に、大きな荷物

は宅配便で送っているため、

手荷物だけの身軽な旅です。

颯爽と新幹線に乗り込みます。

京都駅で、大型バスに乗り、

一路奈良を目指し、昼食後、

法隆寺に向かいました。期
間限定公開の夢殿見学もあり、

世界最古の木造建築物を楽し

むことができました。

そして、薬師寺です。バ
スから降りるとすぐに法話を

聞きました。愉快ながらも考

えさせられるお話に感心した

ものです。

次に東大寺大仏殿で
の参拝を済ませ、かなり暗く

なってから、春日大社で
夜間特別拝観と献燈体験をし

ました。

2日目は、待ちに待った
USJ訪問です。アトラクショ
ンや昼食を楽しみました。午

後から雨が降り出し濡れまし

たが、負けません。

3日目は、タクシーに分
乗して、各班が計画通り京都

観光を楽しみました。

4日目は、全員で清水寺、
伏見稲荷大社、宇治上神社、

平等院鳳凰堂見学です。コロ

ナも収まり、どこも凄い人、

人、人で清水寺の舞台が壊れ

そうでした。

京都を味わい尽くし、新幹

線で一路、新横浜へ向かいま

した。細かな報告は、11月13

日に行われた生徒たちのプレ

ゼン内容からお届けします。

法隆寺には40個もの国宝
があります。仏教の塔は仏様

のお骨（仏舎利）が収められ、

人々がどこからでも参拝でき

るように造られました。この

塔が世界最古の木造建築物で

す。

薬師寺では、法話を聞か
せてもらいました。こちらの

本尊は薬師如来であり、両脇

に日光菩薩、月光菩薩が立た

れています。薬師如来はお医

者様、日光・月光菩薩はそれ

ぞれ、日勤・夜勤の看護師さ

んだそうです。

春日大社の献燈

奈良公園で、亀﨑先生が
にこにこして鹿と戯れていま

した。もともと先生は鹿が大

好きで鹿と

遊ぶために

奈良の大学

に行きたかっ

たくらいだ

そうです。

こんな笑顔

は見たこと

がありませ

んでした。

奈良の宿舎からバスで1時

間くらいで到着しました。午

前中は曇り、午後は雨になり

ました。ライドへの待ち時間

が長く、２つか３つしか乗れ

ませんでした。来年行くとし

たら、あらかじめ大いに研究

して楽しんで下さい。

ハリウッド・ドリームは音楽の

流れるジェットコースターで、

音楽は耳に入らなかったけれ

ど楽しかったです。

下賀茂神社→金閣寺→
銀閣寺→錦市場 コース
○下賀茂神社はみたらし団

子発祥の地です。

東福寺→東寺→壬生寺
→二条城 コース
○東寺の五重塔は高さ55m

で木造塔としては日本で一番

高いのです。

京都御所→ 銀閣寺→
南禅寺→高台寺→祇園
コース
○高台寺は、豊臣秀吉の妻

ねねが秀吉の霊を慰めるため

に建てました。

タクシー行動を終え、皆で

三十三間堂、京都タワーを訪

れました。高さ120m位の所か

ら今日の見学地を確かめまし

た。

三十三間堂
1,001体の千手観音像があ

ります。お顔もすべて違って

いて、自分の顔に似ていたり、

会いたい人のお顔を持ってい

る像があるそうです。
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清水寺

「清水の舞台から飛び降りる」

という言葉があります。「思い

切った決断をする」ことです。

実際、飛び下りた人のことを

調べました。江戸時代に234人

（80%は女性）が飛び降りて85

％の人が生き延びました。今は

飛び降り禁止令が出されていて

飛び降りる人はいません。私た

ちはその舞台から秋晴れの京の

街を眺めました。

伏見稲荷大社

千本鳥居が有名で外国からの

観光客がたくさんいます。その

人達と一緒に写真を撮ってもら

いました。「Will you take a

picture with me?（いっしょに

写真を撮ってください）」とい

う問いかけに快く引き受けてく

れる人が多くいました。

宇治上神社
日本で一番古い神社と言われ

ています。道に迷った神様を助

けたウサギで有名です。

平等院鳳凰堂
十円玉にはお堂全体が、1万

円札には鳳凰が描かれています。

その理由は「人々に平和や幸せ

をもたらす鳳凰が、紙幣として

世界中に広まればいい」と考え

られたからだそうです。

集合時間やグループ行動など

全く問題なく、各自が自覚をもっ

て旅を楽しむことができました。

経験豊富な添乗員さんが感心

していました。「たいていの中

学校では、先生方が怒鳴ってば

かりいますが、ここの学校は全

くそういうことがないのが驚き

船上の昼食（宇治）

でした。」

1,2年で培った「自分たちで

考えて行動する習慣」がこの修

学旅行で生きて働いたことは間

違いありません。そんな生徒た

ちを誇りに思うと同時に、私た

ちがおこなってきたことが間違っ

ていなかったと実感しました。
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